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先日、当薬局にて「認知症サポーター養成講座」を開催

しました。

地域の皆さまにもご参加いただき、認知症について正し

く理解し、安心して暮らせるまちづくりについて一緒に

学びました。

認知症サポーターとは、特別な資格を持つ人ではありま

せん。

講座を受けて「認知症を正しく理解し、温かい目で見守

り、できる範囲で手助けする」応援者のことです。

例えば…

道に迷って困っている方に声をかける

スーパーでお財布の扱いに時間がかかっている方を

急かさず待つ

ご本人やご家族の気持ちに寄り添う

そんな小さな心づかいが、認知症の方やご家族にとって

大きな安心につながります。

当薬局のスタッフも全員、認知症サポーターとして活動しています

認知症の患者さんやご家族が安心して利用できる薬局を目指し、次の

ような取り組みを進めています。

気軽に声をかけていただける雰囲気づくり

窓口でのお薬相談だけでなく、体調や日常生活のことも安心して

話せるよう心がけています。

見守りと配慮

お薬の受け取りに時間がかかる場合も、ゆっくりと落ち着いて対

応しています。

地域とのつながり

講座や学習会を通じて、地域の方々と一緒に「認知症になっても

安心して暮らせるまちづくり」に取り組みます。

認知症は誰にでも起こりうる身近な病気です。薬局は、皆さまにとっ

て 「安心して立ち寄れる場所」 でありたいと願っています。
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